
 

様式第１号 

  令和 5年 6月 30日 

 

 宮崎県知事 河野 俊嗣  殿 

 
〔設置者の名称〕      

学校法人 順正学園 
〔代表者の役職〕    〔代表者の氏名〕        

理事長         加計 勇樹 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 九州保健福祉大学総合医療専門学校 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 宮崎県宮崎市瀬頭 2-1-10 

学長又は校長の氏名 園田 徹 

設置者の名称 学校法人 順正学園 

設置者の主たる事務所の所在地 岡山県岡山市北区岩田町 2番 5号 

設置者の代表者の氏名 理事長 加計 勇樹 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス 
https://www.kyusen.ac.jp/jouhoukoukai 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請書の提出 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取



り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 事務室 小寺秀樹 0985-29-5300 kyusen@office.jei.ac.jp  

第２号の１ 事務室 小寺秀樹 0985-29-5300 kyusen@office.jei.ac.jp  

第２号の２ 総務部 原 和志 086-231-3517 soumu@office.jei.ac.jp  

第２号の３ 事務室 小寺秀樹 0985-29-5300 kyusen@office.jei.ac.jp  

第２号の４ 事務室 小寺秀樹 0985-29-5300 kyusen@office.jei.ac.jp  

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 九州保健福祉大学総合医療専門学校 
設置者名 学校法人 順正学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

（新カリ） 

看護学科 
夜 ・

通信 
240時間 240時間  

 
夜 ・

通信 
   

医療専門課程 

（旧カリ） 

看護学科 
夜 ・

通信 
255時間 240時間  

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
九州保健福祉大学総合医療専門学校のホームページにて公表（HP ﾘﾝｸ修正中） 

https://www.kyusen.ac.jp/jouhoukoukai 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 九州保健福祉大学総合医療専門学校 
設置者名 学校法人 順正学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学校法人順正学園のホームページにて公表 

https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社音楽教室講師 
2020.6.1～ 

2024.5.31 
教育 

非常勤 公益財団法人理事長 
2020.6.1～ 

2024.5.31 
コンプライアンス 

非常勤 
株式会社 

元代表取締役社長 

2020.6.1～ 

2024.5.31 
施設設備 

非常勤 宗教法人名誉教主 
2020.6.1～ 

2024.5.31 
地域連携 

非常勤 株式会社相談役 
2020.6.1～ 

2024.5.31 
広報 

非常勤 一般財団法人理事長 
2020.6.1～ 

2024.5.31 
広報 

非常勤 
公益財団法人センター

長 

2020.6.1～ 

2024.5.31 
産学連携 

（備考） 

 

  

https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 九州保健福祉大学総合医療専門学校 

設置者名 学校法人 順正学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

専任教員は毎度末を目処に次年度担当科目のシラバスを確認する。非常勤教員が担

当する科目は、まず学科長、教務主任など幹部教員が非常勤教員と話し合い、看護学

科が期待する授業内容を説明した後、非常勤教員にシラバス作成を依頼する。新年度

の講義開始前にシラバスを更新し、学校ホームページに公開する。 

シラバスには担当教員の氏名、実務経験の有無、到達目標、授業の方法及び内容、成

績評価の方法等を記載している。 

授業計画書の公表方法 
九州保健福祉大学総合医療専門学校のホームページにて公表 

https://www.kyusen.ac.jp/jouhoukoukai（HP ﾘﾝｸ修正中） 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

全ての科目で毎授業時間、学生の出席状況を記録している。学習意欲は出席状況と

相関があるので、出席状況を正確に把握し指導に活かしている。 

定期試験、追試験及び再試験の結果は全て教務システムに登録しており、成績判定

の客観性を担保している。 

成績評価の基準及び評価方法等は看護学科履修規程に明確に示しており、成績管理

や評価の基準について規定する規程は全て学生便覧に掲載し、学生便覧(冊子)を全学

生及び非常勤教員を含む全教職員に配付するとともに、学生便覧を学校ホームページ

で公表している。 

成績評価に当たっては出席日数を確認し、更に定期試験の成績を示す資料を作成し、

これらをベースに最終評価者はシラバス等で示している小テストの結果などを加味

して最終評価を決定する。厳格かつ適正に履修を認定している。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価の方法及び基準は、看護学科履修規程等に定めており、それらの規程は全

て学生便覧に掲載し、学生便覧(冊子)を全学生及び全教職員に配付するとともに、毎

年度当初のオリエンテーション時に学生に周知するよう努めている。また学生便覧

(PDF)は学校ホームページに公開している。 

学校で採用している教務システムで、学生の科目毎の成績、GPA、学年毎の GPA 順

位、取得単位数を確認できるので、成績の分布状況は把握できる。 

前期末及び学年末にそれらの結果を一覧にして出力(紙)し、保存しており、学生指導

に活かしている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生便覧(冊子)に加え、学生便覧(PDF)を九州保健福祉大学

総合医療専門学校のホームページにて公表（HP ﾘﾝｸ修正中） 

https://www.kyusen.ac.jp/wp/wp-

content/themes/kyusen/images/202107student_mail.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

学則、看護学科履修規程に卒業要件、卒業に係る手続きを定めており、それらの規

程等は学生便覧(冊子、本校ホームページ)に全文掲載している。 

毎年度初めのオリエンテーション時に学生便覧(冊子)を全学生に配付するととも

に、卒業要件など教学上重要な規定及び手続きを説明する。 

また学校ホームページに卒業認定の方針(ディプロマポリシー)を掲載し公表して

いる。 

卒業判定手続きでは、卒業予定者が取得した全科目の成績を示す卒業判定資料を基

に、全教職員が参加する卒業判定会議の議を経て、校長が卒業を認定する。 

卒業認定の手続きは厳正に実施している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
九州保健福祉大学総合医療専門学校のホームページにて公表 

https://www.kyusen.ac.jp/jouhoukoukai（HP ﾘﾝｸ修正中） 
 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 九州保健福祉大学総合医療専門学校 

設置者名 学校法人 順正学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

収支計算書又は損益計算書 https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

財産目録 https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

事業報告書 https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 

監事による監査報告（書） https://junsei.ac.jp/edu/outline/disclosure 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

 

（新課程） 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 看護学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 3,000時間 

 

1,965時間  1,035 時間 

  

3,000時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 127人 0人 12人 51人 63人 

 

（旧課程） 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療分野 医療専門課程 看護学科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 3,060時間 
2,025時間  1,035 時間 

  

3,060時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60人 77人 0人 12人 51人 63人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

学校ホームページに授業計画(シラバス)を公開しており、シラバスに授業方法、学習目標

及び内容、授業スケジュール、成績評価の方法等を記載している。 



  

成績評価の基準・方法 

（概要） 
成績評価の基準や方法は看護学科履修規程に定めており、これらの規程は学生便覧に掲

載し、学生便覧(冊子)を全学生に配付し、学生便覧(PDF)をホームページに公表している。

またシラバスにも評価方法を記載している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 
卒業要件及び卒業に関する手続きは学則及び看護学科履修規程に規定しており、それら

を学生便覧に掲載し、学生便覧(冊子)を全学生に配付するとともに学生便覧(PDF)をホー

ムページに公表している。卒業認定の方針もまたホームページに掲載している。 

学修支援等 

（概要） 
チューター制度を採用しており、1 人の教員が少数名の学生を受け持ち個別指導する。ま

た学年主任が担当学年全体の指導、サポートするなど、マトリックス指導体制で学生支援

を実施している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 35 人 

（100％） 

2人 

（  5.7％） 

31人 

（  88.6％） 

2人 

（  5.7％） 

（主な就職、業界等） 
就職を希望した卒業生は全員看護師として、病院等医療関連施設に就職した。 

（就職指導内容） 

新人看護師への指導・教育体制が確立している病院の情報など、学生に有益な就職判断材料

を提供するよう努めている。1 年に数回、病院の現役スタッフ又は卒業生による就職ガイダ

ンスを実施し、最新の就職情報を提供できる機会を設けている。また就職指導の一環として

初年度からマナー教育を実施するなどキャリア教育に力を入れている。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

看護師国家試験に合格し、看護師資格を取得する。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  191人 12人  6.3％ 

（中途退学の主な理由） 

中途退学の主な理由は「進路変更」である。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 
退学のサイン(欠席が目立つ、成績不良、ノートを取らない等)を見逃さず、迅速に対応し

ている。個別指導を実施し、必要に応じて早期に保護者面談を実施する。進路変更を退学

理由にする場合が多いが、自分の将来について時間をかけて考えるよう指導している。 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

看護学科 200,000 円 700,000円 200,000円 

実験実習費を２年次及び３年

次にそれぞれ 75,000円ずつ徴

収 

   円 円 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.kyusen.ac.jp/jouhoukoukai（HP ﾘﾝｸ修正中） 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校学校関係者評価規程に従って、学校関係者評価委員会を組織し、本校の自己点検自己

評価の評価内容を審査し、自己評価の妥当性を評価する。併せて自己評価における改善方

策等の適切性についても評価し、提言する。学校は学校関係者評価の結果を活用し、教育

活動及び学校運営等の質の保証と向上に努める。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

本校非常勤講師 

元潤和会記念病院総看護師長兼財団

本部介護看護部長 

元熊本県立大学総合管理学部准教授 

他 

2021 年 4 月 1 日～2023 

年 3 月 31 日 

学校関係者評価委員会

委員長 

校長が必要と認める者 

本校非常勤講師 

医学博士(大阪大学)、薬剤師、臨床検

査技師 

元南九州大学園芸学部及び健康栄養

学部教授 

2021 年 4 月 1 日～2023

年 3 月 31 日 
教育に関して知見を有

する者 

社会医療法人善仁会 看護部長 
2021 年 4 月 1 日～2023

年 3 月 31 日 
医療関係者 

宮崎医療生活協同組合  

看護介護統括看護部長 
2021 年 4 月 1 日～2023

年 3 月 31 日 
医療関係者 

学校法人順正学園  

教育後援会副会長 
2021 年 4 月 1 日～2023

年 3 月 31 日 
保護者代表 

訪問看護ステーションぱりおん 

看護師 
2021 年 4 月 1 日～2023

年 3 月 31 日 
卒業生代表 

学校関係者評価結果の公表方法 



  

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.kyusen.ac.jp/jouhoukoukai（HP ﾘﾝｸ修正中） 

 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https;//www.kyusen.ac.jp 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

32人

後半期

29人

18人

－

－

学校名

設置者名

九州保健福祉大学総合医療専門学校

学校法人　順正学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

32人

18人第Ⅰ区分

学校コード H145320186515

（備考）

内
訳

11人

－

家計急変による
支援対象者（年間）

0人

32人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

退学 －

３月以上の停学 0人

年間計 －

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

－

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

－

－

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人

－

（備考）

（備考）



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 －

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

－

ＧＰＡ等が下位４分の
１

－

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（備考）



実務経験のある教員等による授業科目の一覧（新カリ） 

  科目名 
単位数 

開講年 時間数 備考 
講義 実習

基礎

分野 
人間と生活・社会の理解 人間関係論 1  1 30   

専門

基礎

分野 

人体の構造と機能 形態機能学Ⅰ 1 1 15   

疾病の成り立ちと回復の促進 病態・疾病論Ⅰ 1 1 30   

健康支援と社会保障制度 医療概論 1 1 30   

専門

分野 

基礎看護学 
看護学概論 1  1 30   

臨床看護総論 1  1 30  

地域・在宅看護論 地域・在宅看護論Ⅰ 1  1 15   

成人看護学 成人看護学Ⅱ 1  1 30   

老年看護学 老年看護学Ⅰ 1  1 15   

精神看護学 精神看護学Ⅰ 1  1 15   

 



 

実務経験のある教員等による授業科目の一覧（旧カリ） 

  科目名 
単位数 

開講年 時間数 備考 
講義 実習 

基礎

分野 
人間と生活・社会の理解  人間関係論 1  1 30   

専門 

基礎 

分野 

人体の構造と機能 形態機能学Ⅰ 1  1 15   

疾病の成り立ちと回復の促進 病態・疾病論Ⅰ 1  1 30   

健康支援と社会保障制度 医療概論 1  1 30   

専門

分野

Ⅰ 

基礎看護学 看護学概論 1  1 30  

専門 

分野 

Ⅱ 

成人看護学 成人看護学Ⅱ 1  1 30   

老年看護学 老年看護学Ⅰ 1  1 30   

小児看護学 小児看護学Ⅱ‐１ 1  2 15   

精神看護学 精神看護学Ⅲ 1  2 30   

看護の統合と実践 看護統合実践Ⅱ‐１ 1  3 15   

 



 

授業科目 人間関係論 科目分類 基礎分野 

責任教員 柿田 美香 実務経験 臨床発達心理士 授業形態 講義・演習 

開講年次 １年後期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

１．人間関係成立や効果的な関係成立のための基本について学ぶ。 

２．人間は人間によって作られ、人間は相互関係の中で人格が作られることを学ぶ。 

１）自分に関心を向け、自分と対話し、自分自身をより広く、より多方面から理解す 

る。 

２）自分のコミュニケーションのあり方に気づくことができる。 

３）グループワークを通して、他者との相互関係の中での自分に気づくことができる。 

４）他者に働きかける方法を学ぶ。 

５）人間関係の様々な様相、どのような人間関係の形があるのか、コミュニケーショ 

ンのずれが生じる要因、相互交流、自己の振り返りなどを通して学ぶ。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-3 

(1-6) 

 

人間存在と人間関係 

 

・人間関係の基本的意義について 

・演習を通し、自己への気づきを促すとともに、 

人間関係をスムーズに営むための基本に気づく 

講義 

演習 

柿田 

4-5 

(7-10) 

 

コミュニケーション ・コミュニケーションとは 

・コミュニケーションに障害を持つ人々への理解及び

医療現場での配慮方法について 

講義 

 

6-7 

(11-14) 

 

アサーティブ- 

コミュニケーション 

・アサーションの理論とスキル 

・看護への応用 

講義 

演習 

8-9 

(15-18) 

 

社会的相互作用と 

社会的役割 

・人間関係における社会的相互作用とは 

・社会的役割とは 

講義 

10-13 

(19-26) 

 

カウンセリングと 

心理療法 

・アドラーの心理学について 

・カウンセリングに関する理論と実践 

・看護ケア、福祉への応用 

講義 

演習 

14 

(17-28) 

 

患者を支える 

人間関係 

・さまざまな看護場面における人間関係について 

・事例を通しての学び 

講義 

15 

(29-30) 

 

筆記試験（終講試験）   

評価方法 出席状況・課題レポート・演習時の態度及び姿勢・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

系統看護学講座 基礎分野 人間関係論  医学書院 

講師作成資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 形態機能学Ⅰ 科目分類 専門基礎分野 

責任教員 菱川 善隆 実務経験 医師 授業形態 講義 

開講年次 １年前期 単 位 数 １ 時間数 １５ 

科目目標 

１．日常生活を営むための人体の構造や機能について理解する。 

２．人体を系統立てて理解し、健康・疾病・障害に関する観察力・判断力を身につける 

  ための基礎的な知識を学ぶ。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-2 

(1-4) 

第１章 

解剖生理学を学ぶ 

ための基礎知識 

Ａ．人体とはどのようなものか 

 １）人体の階層性  

２）自然界における人類の位置 

 ３）社会のなかの人体 

Ｂ．人体の素材としての細胞・組織 

  １）細胞の構造 

  ２）細胞を構成する物質とエネルギーの生成 

  ３）細胞膜の構造と機能 

  ４）細胞の増殖と染色体 

  ５）分化した細胞がつくる組織 

Ｃ．構造と機能からみた人体 

  １）構造からみた人体   

２）機能からみた人体 

  ３）体液とホメオスタシス 

講義 

 

川 

 

3-6 

(5-12) 

 

第７章 

からだの支持と運動 

Ａ．骨格とはどのようなものか 

  １）人体の骨格   ２）骨の形態と構造 

  ３）骨の組織と組成 ４）骨の発生と成長 

  ５）骨の生理的な機能 

Ｂ．骨の連結 

  １）関節      ２）不動性の連結 

Ｃ．骨格筋 

  １）骨格筋の構造  ２）骨格筋の作用 

  ３）骨格筋の神経支配 

Ｄ．体幹の骨格と筋 

  １）脊柱      ２）胸郭 

  ３）背部の筋    ４）胸部の筋 

  ５）腹部の筋 

Ｅ．上肢の骨格と筋 

  １）上肢帯の骨格  ２）自由上肢の骨格 

  ３）上肢帯の筋群  ４）上肢の筋群 

  ５）前腕の筋群   ６）手の筋群 

  ７）上肢の運動 

Ｆ．下肢の骨格と筋 

  １）下肢帯と骨盤  ２）自由下肢の骨格 

  ３）下肢帯の筋群  ４）大腿の筋群 

  ５）下腿の筋    ６）足の筋 

  ７）下肢の運動 

Ｇ．頭頚部の骨格と筋 

  １）神経頭蓋    ２）内臓頭蓋 

  ３）頭部の筋    ４）頚部の筋 

Ｈ．筋の収縮 

  １）骨格筋の収縮機構 

  ２）骨格筋収縮の種類と特性 

  ３）不随意筋の収縮の特徴 

講義 

 



 

7-8 

(13-16) 

 

第 9 章 

体表からみた人体の 

構造  

１．体表から触知できる骨格部分 

  １）頭頚部の骨格 

  ２）体幹上部の骨格 

  ３）上肢の骨格 

  ４）体幹下部の骨格 

  ５）下肢の骨格 

２．体表から触知できる大きな筋 

 １）頭頚部の筋 

２）体幹上部の筋 

３）上肢の筋 

４）体幹下部の筋 

５）下肢の筋 

３．体表からの触知できる動脈 

  １）頭頚部の動脈 

  ２）体幹の動脈 

  ３）上肢の動脈 

  ４）下肢の動脈 

４．体表から到達できる静脈 

講義 菱川 

評価方法 出席状況・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

教科書：系統看護学講座 専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能〔１〕 医学書院 

参考書：系統看護学講座 専門分野Ⅱ  成人看護学〔１２〕皮膚       医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ  成人看護学〔 ６ 〕内分泌・代謝   医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ  成人看護学〔１０〕運動器      医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 病態・疾病論Ⅰ 科目分類 専門基礎分野 

責任教員 林 透 実務経験 医師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 
１．生活との関連において健康から疾病に至る変化のプロセスを理解する。 

２．さまざまな疾病がもたらす身体内部の変化について理解する。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1 

(1-2) 

１．疾病の領域 １．疾病の概要 

２．疾病の概要 

３．人体病理学と実験病理学 

４．病理学と臨床医学 

講義 林 

２．細胞・組織と 

その障害 

１．細胞の微細構造と機能 

２．組織 

３．細胞障害 

４．壊死とアポトーシス 

５．萎縮 

2 

(3-4) 

３．再生と修復 １．再生 

２．化生 

３．創傷治癒と肉芽組織 

４．異物の処理 

５．肥大と過形成 

3-4 

(5-8) 

４．循環障害 １．充血とうっ血 

２．旁側循環 

３．出血 

４．血液凝固と血栓症 

５．塞栓症 

６．虚血と梗塞 

７．体液の調節障害 

８．ショック 

９．高血圧 

５．炎症 １．炎症とは 

２．炎症の基本病変 

３．急性炎症のメカニズム 

４．急性炎症の種類 

５．炎症の経過に影響する因子 

６．慢性炎症と肉芽腫性病変 

７．炎症の全身への影響 

5-6 

(9-12) 

６．免疫と 

アレルギー 

１．生体における免疫系の役割 

２．免疫系のしくみと働き 

３．アレルギー 

４．自己免疫疾患 

５．免疫不全症 

６．移植免疫 

７．感染症 １．感染症とは  

２．人体における微生物の分布 

３．病原微生物の種類とその特徴 

４．感染経路および潜伏期間 

５．感染防御能（感染免疫） 

６．各種感染症と起炎微生物 

７．ＡＩＤＳと日和見感染症 

８．抗菌化学療法、耐性菌、菌交代現象 

９．新興感染症と再興感染症 

10．予防処置と感染防御（院内感染対策） 



 

7-8 

(13-16) 

８．代謝異常 １．脂質代謝異常 

２．糖質代謝異常 

３．蛋白代謝異常 

４．核酸代謝異常 

５．栄養過剰と肥満 

  ・生活習慣病 

・メタボリックシンドローム 

講義 林 

9-10 

(17-20) 

９．老化と老年病 １．老化と老年看護 

２．老化のしくみ 

３．老化の形態と諸臓器の老化 

４．老化と疾患としての老年病 

11-12 

(21-24) 

10．新生児の病理 １．新生児の病理 

２．肺硝子膜症 

３．人工換気により引き起こされる病変 

４．脳の発育 

５．脳室内出血 

６．脳の低酸素性変化 

７．新生児の感染症 

８．出生前診断 

11．先天異常 １．先天異常の原因 

２．主な先天異常 

13 

(25-26) 

12．腫瘍 １．腫瘍の分類と名称 

２．腫瘍の形態 

３．腫瘍の発育 

４．腫瘍と宿主との関係 

５．腫瘍の発生 

６．腫瘍の原因 

７．腫瘍の疫学 

14 

(27-28) 

13．生命の危機 １．日本人の死因 世界の死因 

２．生命の危機をもたらす損傷 

３．特殊な重症病態 

４．バイタルサインとその変化 

５．ショック 

６．死の徴候 

15 

(29-30) 

＜各論の活用方法＞ 

循環器、呼吸器系、 

消化器系の形態と 

機能 

１．循環器の形態と機能 

 ＊心臓、血管系の形態と機能 

２．呼吸器の形態と機能 

３．消化器の形態と機能 

＊食道、胃、肝臓、膵臓の形態と機能 

評価方法 出席状況・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

カラーで学べる病理学  ヌーヴェルヒロカワ   

※カラーで学べる病理学 整理ノートを活用して予習・復習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 医療概論 科目分類 専門基礎分野 

責任教員 髙崎 眞弓 実務経験 医師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

１．健康と疾病を理解する。  

２．日本の医療制度を学ぶ。 

３．地域の医療・保健サービスの仕組みを学ぶ。 

４．医療にかかわる者として倫理観を養う。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1 

(1-2) 

 

１．健康を維持する

にはどうするか 

（第１章） 

１．食生活の重要性を理解する 

２．運動習慣の重要性を知る 

３．喫煙の健康阻害を学ぶ 

講義 

 

髙崎 

 

2 

(3-4) 

 

２．なぜ病気に 

なるか 

（第２章） 

１．病気の原因を学ぶ 

２．健康寿命と平均寿命を説明できる 

３．日本人の死因を知る 

3 

(5-6) 

３．なぜがんに 

なるか 

（第３章） 

１．がんの発症機序を学ぶ 

２．がんの罹患数と死亡数を知る 

３．食事で防ぐことができるか 

4 

(7-8) 

４．病気の診断の 

仕方は 

（第４章） 

１．病気の診断と治療の流れを知る 

２．医療面接がもっとも大切である 

5 

(9-10) 

５．さまざまな 

治療法がある 

（第５章） 

１．高木兼寛の脚気予防法の発見で学ぶ 

２．自然治癒力が大切である 

6 

(11-12) 

６．消毒法と麻酔法

の発見に学ぶ 

（第６章） 

１．ゼンメルワイスの塩化カルシウム液による 

手指消毒を知る 

２．華岡青洲の乳がん手術と麻酔を知る 

３．500年前の解剖図が今も通用する 

7 

(13-14) 

 

７．医療はチームで

行う 

  （第７章） 

１．医療の担い手を知る 

２．コミュニケーションの重要性を理解する 

３．パッチ・アダムスの『トゥルー・ストーリー』 

を観てみよう 

8 

(15-16) 

８．治療法は患者が

決める 

（第８章） 

１．患者の自己決定権を理解する 

２．インフォームド・コンセントを理解する 

9 

(17-18) 

９．医療を安全に 

行うには 

  （第９章） 

１．医療事故と安全改革を学ぶ 

２．インシデント・レポートを学ぶ 

10 

(19-20) 

10．日本の医療は 

  世界一か 

（第 10章） 

１．日本の医療制度を理解する 

２．パンクしそうな国民医療費を知る 

11 

(21-22) 

11．病気は予防が 

大切 

（第 11章） 

１．１次、２次、３次予防を理解する 

２．介護保険を学ぶ 

12 

(23-24) 

12．医の倫理とは 

何だ 

（第 12章） 

１．紀元前の「ヒポクラテスの誓い」が今も通用する 

２．臨床にどのような問題があるか学ぶ 

３．看護師にも守秘義務がある 

13 

(25-26) 

13．脳死があって 

  臓器移植がある 

  （第 13章） 

１．死の３徴候を理解する 

２．法的脳死判定を少々学ぶ 

３．移植医療の現状を知る 

14-15 

(27-30) 

14．死への対応を 

  どうするか 

（第 14章） 

 

 

 



 

評価方法 出席状況・レポート・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

教科書：医療概論－医療従事者のコモンセンス 14章 総合医学社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 看護学概論 科目分類 専門分野 

責任教員 後迫 和子 実務経験 看護師 授業形態 講義・演習 

開講年次 １年 前期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

看護の本質を探究するために、看護の対象である人間を理解するとともに、人間と健康、

健康と環境について学習し、看護専門職としての機能と役割について理解する。また看護

の歴史、看護理論を学び、看護の概念や本質、定義、理論がどのように作られてきたかを

理解する。さらに、人間を身体的、心理的、社会的側面から理解し、統合された存在とし

て捉えることができ、健康障害や疾病が人に及ぼす影響及び回復過程を支えるものが理解

できる。また、倫理的看護実践を行うために必要な知識を身に付ける。 

 

 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-15 

(1-30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序章 看護の 

責務とその 

広がり 

 

＜看護職の魅力の追求、そして「看護」について学ぶ＞ 

１） 看護職の魅力（看護職への道）とは 

２） 看護の責務とその広がり 

３） ワークブックで学ぶナイチンゲールについて 

知る。 

ナイチンゲールから「看護」の原点を考える 

４） ナイチンゲール看護覚え書「金井一薫の看護 

の５つのものさし」 

＊ナイチンゲールの看護とは：看護で着目を 

するのは「生活」という視点（環境整備） 

５） 看護の対象である人間を理解する 

技術の一般概念、看護技術の特殊性 

６）技術とはなにか 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後迫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1部  

看護にける基本的 

概念 

 

１．看護への導入（看護のねらい） 

１）看護とは 

 (1)看護、ケア、ケアリング及び看護が行うこと 

 (2)看護の役割  

２）実践科学としての看護 看護実践のための井淳 

   エビデンスに基づく看護 

３）看護実践のための教育の準備 

４）看護実践のための基準 ５）看護の変遷  

６）現代社会における看護のあり方 

２．看護の対象とその理解 

１）統合体としての人間 

２）社会的・文化的存在としての人間 

３）健康障害をもつケアの対象の理解 

４）ストレスとコーピング 

３．健康と病気における安寧（ウエルネス）の促進 

１）健康・病気の捉え方の変遷（ＷＨＯの定義）  

２）健康の諸相    ３）人々の生活と健康  

４）健康に影響する要因 

５）健康増進に向けた看護の役割 

４．ライフサイクルと健康 

１）成長・発達の概念  

 ・人間の成長、発達の特質 

 ・発達理論の概観（フロイト、エリクソン、 

ハヴィガースト） 

２）小児から成人期の概念：エリクソン 

３）老年期の概念：ハヴィガースト 

喪失、悲嘆と死 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部  

看護の理論と実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．看護実践のための理論的根拠 

１）看護理論の分類  

２）看護理論の変遷  

３）さまざまな看護理論 

４）看護実践を読み解く 

６．看護における倫理と価値 

  １）倫理と法律 

   ・共通点と相違点、看護における法律と倫理 

(1) 法的責任 (2)看護専門職としての倫理 

２）看護倫理とは 

３）歴史にみる人権の変遷 

 (1)世界人権宣言 (2)歴史にみる人権の変遷 

  ４）道徳的ジレンマと倫理的課題 

  ５）看護倫理と価値 

  ６）倫理的課題への対応 

  ７）倫理的看護実践を行うために必要なこと 

７．看護ケア（看護援助）の基本的役割 

  １）コミュニケーターとしての役割 

  ２）支援者、代弁者としての役割 

  ３）学習支援者及びカウンセラーとしての役割 

  ４）ケア提供者としての役割 

８．看護過程 

講義 

演習 

 

後迫 

 

 

第 3部  

社会的機能として 

の看護 

９．看護における法的側面 

１）法の概念 ２）看護実践の職業的及び法的規制  

３）医療事故における法的責任 

 ・行政処分、懲戒処分とは 

４）看護実践に影響を及ぼす法律 

・患者を守る医療現場の安全・健康 

・看護師が働く場としての安全・健康など 

10．保健・医療・福祉システム 

１）概念、サービス提供の場のタイプ  

２）保健・医療・福祉チーム  

３）ケア提供の経済  

４）看護サービスに対する評価 

11．看護の展開と継続性 

１）看護の継続性と継続看護  

２）他職種連携・協働における看護 

第４章 

看護の統合と今後

の展望 

12．看護の統合 

１）看護ケアのマネジメント 

２）医療安全への取り組みと働く人の労働安全 

３）災害看護の基礎 

13．これからの看護の課題と展望 

  １）看護に求められる教育 

  ２）専門職としての看護組織 

   ・日本看護協会、日本看護学校協議会 

評価方法 出席状況・課題レポート・演習時の態度及び姿勢・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

・系統看護学講座  基礎看護技術Ⅰ 医学書院    ・実践に生かす看護理論 サイオ出版 

・ナーシング・グラフィカ 基礎看護学① 看護学概論 ＭＣﾒﾃﾞｨｶ出版 

・ワークブックで学ぶナイチンゲール『看護覚え書』 徳本弘子 メヂカルフレンド社 

・Ｆナイチンゲール著 湯槙ます・小玉香津子・訳 『看護覚え書き』 現代社 

備考 
・受講に必要な知識やスキル、受講条件について、看護学概論及び人間関係論で学んだ 

 知識を応用できるように復習しておくこと。 



 

授業科目 臨床看護総論 科目分類 専門分野 

責任教員 田中 とも子 実務経験 看護師 授業形態 講義・演習 

開講年次 １年後期 単位数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

１．臨床看護における場の特徴、臨床看護に臨むうえでの心得、看護の役割について理解

することができる。 

２．医療・看護を必要としている患者と家族を理解することができる。 

３．健康障害を持つ対象の主要症状について、その症状や徴候が出現するメカニズムを理 

解し、症状緩和を目指す看護実践に必要な知識・技術を習得することができる。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-2 

(1-4) 

１．１健康上の 

ニーズをもつ

対象者と家族

への看護 

１）臨床看護の特徴と看護師の役割 

２）ライフサイクルからとらえた対象者と家族の健康 

上のニーズ 

３）家族の機能からとらえた対象者と家族の健康上の 

ニーズ 

４）生活と療養の場からとらえた対象の対象者と家族 

のニーズ 

講義 田中 

3-７ 

(5-14) 

 

２．健康状態の経過

に基づく看護 

１）健康状態と看護 

２）健康の維持・増進を目ざす看護 

３）経過別看護 

・急性期 

・慢性期 

・リハビリ期 

・終末期 

8-11 

(15-22) 

 

３．治療・処置を受

ける対象者への

看護 

１）治療・処置別看護 

・食事療法  

・薬物療法  

・手術療法 

  ・放射線療法など 

２）検査時の看護 

３）ME 機器の取り扱い 

12 

(23-24) 

 

４．主要症状を示す

対象者への看護 

（呼吸困難） 

１）呼吸困難 

 （１）呼吸の観察とアセスメント 

（２）呼吸困難を緩和する援助 

 （３）酸素・薬物吸入法・体位の工夫・吸引法 

13 

(25-26) 

 

８．酸素吸入法 １）酸素療法の目的・適応 

２）酸素投与方法の種類と特徴、観察と管理 

９．吸引法 １）吸引の目的・適応、種類と特徴、方法と観察 

（１）口腔・鼻腔内吸引 

（２）気管内吸引  

14-15 

(27-30) 

 

10．酸素吸入法・吸

引法の実際 

１）酸素ボンベの取り扱いと酸素マスク法 

２）口腔・鼻腔内吸引法 

演習 田中 

その

他の

教員 

評価方法 出席状況・課題レポート・演習時の態度及び姿勢・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

系統看護学講座 専門基礎分野 解剖生理学 医学書院 

系統看護学講座 臨床看護総論 医学書院 

系統看護学講座 基礎看護技術Ⅰ 医学書院 

系統看護学講座 基礎看護技術Ⅱ 医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 成人看護学〔２〕呼吸器 医学書院 

写真でわかる 臨床看護技術１・２ アドバンス インターメディカ 

 



 

授業科目 地域・在宅看護論Ⅰ 科目分類 専門分野 

責任教員 後藤 美樹 実務経験 看護師・保健師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単位数 １ 時間数 １５ 

科目目標 

在宅看護が推進される社会的背景と変遷を知りその目的と役割を理解する。在宅看護の

基本的理念とその概要を理解しその人らしい生活が営めるよう在宅における看護のあり

方を考えることができる。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-2 

(1-4) 

 

１．在宅看護の概要 １．在宅看護活動の目標と目的 

２．地域で生活する対象者の特徴 

３．在宅看護を取り巻く最近の変化 

講義 後藤 

3-5 

(5-10) 

 

２．在宅看護を展開 

するための基本 

的概念 

１．在宅看護と QOL 

２．生活の自立支援 

３．在宅看護における自己決定 

４．在宅看護におけるアドボカシー 

５．エンパワメント 

６．プライマリヘルスケア 

７．ヘルスプロモーション  

８．在宅看護に求められる倫理 

6-7 

(11-14) 

 

３．療養者と生活 

  する家族の理解 

１．わが国における家族の変遷 

２．看護学における家族の定義 

３．家族を理解するための基礎理論 

４．看護のヘルスケア機能 

５．家族の危機と看護職の役割 

8 

(15-16) 

 

４．在宅看護の変遷 １．近代看護の歴史における在宅看護の位置づけ 

２．在宅看護の歴史 

評価方法 筆記試験（終講試験）・出席状況・小テスト・テスト 

教科書・参考書等 

ナーシング・グラフィカ 地域療養を支えるケア 在宅看護論① メディカ出版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 成人看護学Ⅱ 科目分類 専門分野 

責任教員 住山 典子 実務経験 看護師 授業形態 講義・ 

開講年次 １年後期 単位数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 
１．機能障害のある成人の特性を理解する。 

２．機能障害のある成人の看護を理解する。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-7 

(1-14) 

１．呼吸機能障害を

もつ患者の看護 

１．呼吸器系の構造と機能 

２．症状とその病態生理 

３．検査時の看護 

  １）内視鏡検査     

２）肺組織の生検 

４．治療・処置時の看護 

  １）吸入療法      

２）酸素療法 

  ３）人工呼吸器     

４）呼吸理学療法 

  ５）気管切開      

６）胸腔ドレナージ 

  ７）手術を受ける患者の看護 

５．疾患をもつ患者の看護 

  １）肺炎、気管支喘息  

２）慢性閉塞性肺疾患 

  ３）肺血栓塞栓症    

４）肺癌 

５）自然気胸 

講義 住山 

8－15 

(15-30) 

２．消化吸収機能障

害をもつ患者の

看護 

１．消化吸収機能障害をもつ患者の看護の特徴 

２．疾患別看護 

 １）食道癌患者の看護 

 ２）胃潰瘍患者の看護 

   ・吐血・下血 

   ・上部消化管内視鏡検査 

   ・胃・十二指腸造影検査 

   ３）胃切除術後患者の看護 

 ４）総胆管結石患者の看護 

   ・黄疸 

   ・PTCDチューブ 

 ５）急性膵炎患者の看護 

 ６）肝細胞癌患者の看護 

 ７）潰瘍性大腸炎患者の看護 

   ・下痢 

   ・大腸内視鏡検査，注腸造影検査 

 ８）イレウス患者の看護 

   ・嘔気，嘔吐 

   ・イレウスチューブ 

９）大腸癌患者の看護 

   ・人工肛門造設 

評価方法 出席状況・課題レポート・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

系統看護講座：専門分野〔２〕呼吸器  医学書院 

  系統看護講座：専門分野〔５〕消化器  医学書院 

  系統看護講座：基礎看護技術Ⅱ  医学書院 

  写真でわかる 臨床看護技術２ アドバンス インターメディカ 



 

授業科目 老年看護学Ⅰ 科目分類 専門分野 

責任教員 井料田 豊子 実務経験 看護師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単位数 １ 時間数 １５ 

科目目標 

高齢者の特徴（身体的・精神的・社会的）と社会の動向を理解し、健康生活の保持増進 

のあり方を学ぶとともに看護師の役割について考えることができる。 

 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-4 

(1-8) 

 

１．高齢者とは １）ライフサイクルからみた高齢者の理解 

２）加齢と老化 

３）人口の高齢化 

４）健康指標からみた高齢者の理解 

５）生活視点からみた高齢者の理解 

講義 井料田 

 

２．高齢者の特徴と 

理解 

１）老年期の特徴 

２）高齢者の理解 

３．高齢者にとって 

の健康 

１）高齢者にとっての健康維持・増進の意義 

２）老年期の健康とは 

３）高齢者の健康の目標 

４）高齢者の健康状態のアセスメント 

５）高齢者の自立を妨げる原因 

６）介護予防への対応 

４．高齢者と QOL １）高齢者にとっての QOL 

２）高齢者の QOLに影響を与えるもの 

３）高齢者の QOL評価の視点 

４）高齢者の看護場面における QOL 

５．加齢に伴う変化 １）身体機能の生理的変化 

２）心理・精神機能の変化 

３）社会的機能の変化 

６．高齢者の理解と 

コミュニケーシ 

ョン 

１）コミュニケーションの種類 

２）看護におけるコミュニケーショの重要性 

３）高齢者とのコミュニケーション 

5-8 

(9-16) 

 

７．高齢者の生活と 

家族 

１）高齢者と家族のライフサイクル 

２）高齢者がいる家族 

３）高齢者と家族の関係 

４）要介護高齢者と家族介護者 

８．高齢者が生活 

する場 

１）ライフサイクルに応じた生活の場 

２）病気の治癒と介護に伴う生活の場 

３）継続看護の必要性 

９．高齢者を支える 

社会資源 

１）介護保険によるサービス 

２）地域や個人のつながり 

３）地域におけるネットワークの形成・維持 

10．高齢者看護の 

基本 

１）高齢者看護の特性 

２）高齢者看護に関わる諸理論 

３）高齢者看護における倫理 

11．高齢者のヘルス 

プロモーション 

１）高齢者の健康づくり 

２）生活習慣病予防 

３）転倒防止・運動器の機能向上 

４）認知症予防 

評価方法 テスト（小テスト含む）、課題レポート、筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

ナーシンググラフィカ 老年看護学① 高齢者の健康と障害 メディカ出版 

専門分野Ⅱ 老年看護 病態・疾患論 医学書院 

 



 

授業科目 精神看護学Ⅰ 科目分類 専門分野 

責任教員 川島 香理 実務経験 看護師・保健師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単位数 １ 時間数 １５ 

科目目標 

１．精神看護の基本的な考え方について理解できる。 

２．精神（心）の捉え方や発達理論について理解できる。 

３．精神（心）の健康や危機的状況、精神保健について理解できる。  

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-4 

(1-8) 

１．精神看護学の 

  考え方 
１）精神保健で扱われる現象 

２）精神保健の考え方 

３）精神看護の役割と専門性について 

講義 川島 

２．精神（心）の 

捉え方 

１）脳の構造と認知機能 

２）精神（心）の構造とはたらき 

  (1)フロイト 

(2)防衛機制 

３．精神（心）の発

達に関する主要

な考え方  

１）エリクソンの漸成的発達理論 

２）ボウルビィの愛着理論 

３）その他の乳幼児期の発達理論 

４）マズローの欲求５段階説 

５）ピアジェの認知発達理論 

４．環境と精神（心）

の健康 

１）家族と精神（心）の健康 

２）暮らしの場と精神（心）の健康 

  (1)学校 

  (2)職場・仕事 

  (3)地域 

5-8 

(9-16) 

６．精神の危機状況

と精神保健 

１）危機状況とは 

  (1)危機理論・危機モデル 

２）ストレスとコーピング 

３）適応と不適応 

４）セルフマネジメント  

５）現代社会と精神（心）の健康 

７．精神保健医療福

祉の歴史と現在

の姿 

１）精神障害者及び家族の理解 

２）精神保健医療福祉の歴史と現在の姿 

評価方法 出席状況・課題レポート・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

新体系看護学 精神看護学１ 精神看護概論・精神保健： メヂカルフレンド社 

新体系看護学 精神看護学２ 精神障害を持つ人の看護： メヂカルフレンド社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 人間関係論 科目分類 基礎分野 

責任教員 柿田 美香 実務経験 臨床発達心理士 授業形態 講義・演習 

開講年次 １年後期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

１．人間関係成立や効果的な関係成立のための基本について学ぶ。 

２．人間は人間によって作られ、人間は相互関係の中で人格が作られることを学ぶ。 

１）自分に関心を向け、自分と対話し、自分自身をより広く、より多方面から理解す 

る。 

２）自分のコミュニケーションのあり方に気づくことができる。 

３）グループワークを通して、他者との相互関係の中での自分に気づくことができる。 

４）他者に働きかける方法を学ぶ。 

５）人間関係の様々な様相、どのような人間関係の形があるのか、コミュニケーショ 

ンのずれが生じる要因、相互交流、自己の振り返りなどを通して学ぶ。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-3 

(1-6) 

人間存在と人間関係 

 

・人間関係の基本的意義について 

・演習を通し、自己への気づきを促すとともに、 

人間関係をスムーズに営むための基本に気づく 

講義 

演習 

柿田 

4-5 

(7-10) 

 

コミュニケーション ・コミュニケーションとは 

・コミュニケーションに障害を持つ人々への理解及び

医療現場での配慮方法について 

講義 

 

6-7 

(11-14) 

 

アサーティブ- 

コミュニケーション 

・アサーションの理論とスキル 

・看護への応用 

講義 

演習 

8-9 

(15-18) 

 

社会的相互作用と 

社会的役割 

・人間関係における社会的相互作用とは 

・社会的役割とは 

講義 

10-13 

(19-26) 

カウンセリングと 

心理療法 

・アドラーの心理学について 

・カウンセリングに関する理論と実践 

・看護ケア、福祉への応用 

講義 

演習 

14 

(17-28) 

 

患者を支える 

人間関係 

・さまざまな看護場面における人間関係について 

・事例を通しての学び 

講義 

15 

(29-30) 

 

筆記試験（終講試験）   

評価方法 出席状況・課題レポート・演習時の態度及び姿勢・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

系統看護学講座 基礎分野 人間関係論  医学書院 

講師作成資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 形態機能学Ⅰ 科目分類 専門基礎分野 

責任教員 菱川 善隆 実務経験 医師 授業形態 講義 

開講年次 １年前期 単 位 数 １ 時間数 １５ 

科目目標 

１．日常生活を営むための人体の構造や機能について理解する。 

２．人体を系統立てて理解し、健康・疾病・障害に関する観察力・判断力を身につける 

  ための基礎的な知識を学ぶ。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-2 

(1-4) 

第１章 

解剖生理学を学ぶ 

ための基礎知識 

Ａ．人体とはどのようなものか 

 １）人体の階層性  

２）自然界における人類の位置 

 ３）社会のなかの人体 

Ｂ．人体の素材としての細胞・組織 

  １）細胞の構造 

  ２）細胞を構成する物質とエネルギーの生成 

  ３）細胞膜の構造と機能 

  ４）細胞の増殖と染色体 

  ５）分化した細胞がつくる組織 

Ｃ．構造と機能からみた人体 

  １）構造からみた人体   

２）機能からみた人体 

  ３）体液とホメオスタシス 

講義 

 

 

 

菱川 

 

 

 

3-6 

(5-12) 

 

第７章 

からだの支持と運動 

Ａ．骨格とはどのようなものか 

  １）人体の骨格 

  ２）骨の形態と構造 

  ３）骨の組織と組成 

 ４）骨の発生と成長 

  ５）骨の生理的な機能 

Ｂ．骨の連結 

  １）関節      ２）不動性の連結 

Ｃ．骨格筋 

  １）骨格筋の構造  ２）骨格筋の作用 

  ３）骨格筋の神経支配 

Ｄ．体幹の骨格と筋 

  １）脊柱      ２）胸郭 

  ３）背部の筋    ４）胸部の筋 

  ５）腹部の筋 

Ｅ．上肢の骨格と筋 

  １）上肢帯の骨格  ２）自由上肢の骨格 

  ３）上肢帯の筋群  ４）上肢の筋群 

  ５）前腕の筋群   ６）手の筋群 

  ７）上肢の運動 

Ｆ．下肢の骨格と筋 

  １）下肢帯と骨盤  ２）自由下肢の骨格 

  ３）下肢帯の筋群  ４）大腿の筋群 

  ５）下腿の筋    ６）足の筋 

  ７）下肢の運動 

Ｇ．頭頚部の骨格と筋 

  １）神経頭蓋    ２）内臓頭蓋 

  ３）頭部の筋    ４）頚部の筋 

Ｈ．筋の収縮 

  １）骨格筋の収縮機構 

  ２）骨格筋収縮の種類と特性 

  ３）不随意筋の収縮の特徴 



 

7-8 

(13-16) 

 

第９章 

体表からみた人体の 

構造  

１．体表から触知できる骨格部分 

  １）頭頚部の骨格 

  ２）体幹上部の骨格 

  ３）上肢の骨格 

  ４）体幹下部の骨格 

  ５）下肢の骨格 

２．体表から触知できる大きな筋 

 １）頭頚部の筋 

２）体幹上部の筋 

３）上肢の筋 

４）体幹下部の筋 

５）下肢の筋 

３．体表からの触知できる動脈 

  １）頭頚部の動脈 

  ２）体幹の動脈 

  ３）上肢の動脈 

  ４）下肢の動脈 

４．体表から到達できる静脈 

講義 菱川 

評価方法 出席状況・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

教科書：系統看護学講座 専門基礎分野 解剖生理学 人体の構造と機能〔１〕 医学書院 

参考書：系統看護学講座 専門分野Ⅱ  成人看護学〔１２〕皮膚       医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ  成人看護学〔 ６ 〕内分泌・代謝   医学書院 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ  成人看護学〔１０〕運動器      医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 病態・疾病論Ⅰ 科目分類 専門基礎分野 

責任教員 林 透 実務経験 医師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 
１．生活との関連において健康から疾病に至る変化のプロセスを理解する。 

２．さまざまな疾病がもたらす身体内部の変化について理解する。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1 

(1-2) 

１．疾病の領域 １．疾病の概要 

２．疾病の概要 

３．人体病理学と実験病理学 

４．病理学と臨床医学 

講義 林 

２．細胞・組織とそ

の障害 

１．細胞の微細構造と機能 

２．組織 

３．細胞障害 

４．壊死とアポトーシス 

５．萎縮 

2 

(3-4) 

３．再生と修復 １．再生 

２．化生 

３．創傷治癒と肉芽組織 

４．異物の処理 

５．肥大と過形成 

3-4 

(5-8) 

４．循環障害 １．充血とうっ血 

２．旁側循環 

３．出血 

４．血液凝固と血栓症 

５．塞栓症 

６．虚血と梗塞 

７．体液の調節障害 

８．ショック 

９．高血圧 

５．炎症 １．炎症とは 

２．炎症の基本病変 

３．急性炎症のメカニズム 

４．急性炎症の種類 

５．炎症の経過に影響する因子 

６．慢性炎症と肉芽腫性病変 

７．炎症の全身への影響 

5-6 

(9-12) 

６．免疫と 

アレルギー 

１．生体における免疫系の役割 

２．免疫系のしくみと働き 

３．アレルギー 

４．自己免疫疾患 

５．免疫不全症 

６．移植免疫 

７．感染症 １．感染症とは  

２．人体における微生物の分布 

３．病原微生物の種類とその特徴 

４．感染経路および潜伏期間 

５．感染防御能（感染免疫） 

６．各種感染症と起炎微生物 

７．ＡＩＤＳと日和見感染症 

８．抗菌化学療法、耐性菌、菌交代現象 

９．新興感染症と再興感染症 

10．予防処置と感染防御（院内感染対策） 



 

7-8 

(13-16) 

８．代謝異常 １．脂質代謝異常 

２．糖質代謝異常 

３．蛋白代謝異常 

４．核酸代謝異常 

５．栄養過剰と肥満 

  ・生活習慣病 

・メタボリックシンドローム 

講義 林 

9-10 

(17-20) 

９．老化と老年病 １．老化と老年看護 

２．老化のしくみ 

３．老化の形態と諸臓器の老化 

４．老化と疾患としての老年病 

11-12 

(21-24) 

10．新生児の病理 １．新生児の病理 

２．肺硝子膜症 

３．人工換気により引き起こされる病変 

４．脳の発育 

５．脳室内出血 

６．脳の低酸素性変化 

７．新生児の感染症 

８．出生前診断 

11．先天異常 １．先天異常の原因 

２．主な先天異常 

13 

(25-26) 

12．腫瘍 １．腫瘍の分類と名称 

２．腫瘍の形態 

３．腫瘍の発育 

４．腫瘍と宿主との関係 

５．腫瘍の発生 

６．腫瘍の原因 

７．腫瘍の疫学 

14 

(27-28) 

13．生命の危機 １．日本人の死因 世界の死因 

２．生命の危機をもたらす損傷 

３．特殊な重症病態 

４．バイタルサインとその変化 

５．ショック 

６．死の徴候 

15 

(29-30) 

＜各論の活用方法＞ 

循環器、呼吸器系、 

消化器系の形態と 

機能 

１．循環器の形態と機能 

 ＊心臓、血管系の形態と機能 

２．呼吸器の形態と機能 

３．消化器の形態と機能 

＊食道、胃、肝臓、膵臓の形態と機能 

評価方法 出席状況・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

カラーで学べる病理学  ヌーヴェルヒロカワ   

※カラーで学べる病理学 整理ノートを活用して予習・復習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 医療概論 科目分類 専門基礎分野 

責任教員 髙崎 眞弓 実務経験 医師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

１．健康と疾病を理解する。 

２．日本の医療制度を学ぶ。 

３．地域の医療・保健サービスの仕組みを学ぶ。 

４．医療にかかわる者として倫理観を養う。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1 

(1-2) 

 

１．健康を維持する

にはどうするか 

（第１章） 

１．食生活の重要性を理解する 

２．運動習慣の重要性を知る 

３．喫煙の健康阻害を学ぶ 

講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙崎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

(3-4) 

 

２．なぜ病気に 

なるか 

  （第２章） 

１．病気の原因を学ぶ 

２．健康寿命と平均寿命を説明できる 

３．日本人の死因を知る 

3 

(5-6) 

３．なぜがんに 

なるか 

（第３章） 

１．がんの発症機序を学ぶ 

２．がんの罹患数と死亡数を知る 

３．食事で防ぐことができるか 

4 

(7-8) 

４．病気の診断の 

仕方は 

（第４章） 

１．病気の診断と治療の流れを知る 

２．医療面接がもっとも大切である 

5 

(9-10) 

５．さまざまな 

治療法がある 

（第５章） 

１．高木兼寛の脚気予防法の発見で学ぶ 

２．自然治癒力が大切である 

6 

(11-12) 

６．消毒法と麻酔法

の発見に学ぶ 

（第６章） 

１．ゼンメルワイスの塩化カルシウム液による 

手指消毒を知る 

２．華岡青洲の乳がん手術と麻酔を知る 

３．500年前の解剖図が今も通用する 

7 

(13-14) 

 

７．医療はチームで

行う 

  （第７章） 

１．医療の担い手を知る 

２．コミュニケーションの重要性を理解する 

３．パッチ・アダムスの『トゥルー・ストーリー』 

を観てみよう 

8 

(15-16) 

８．治療法は患者が

決める 

（第８章） 

１．患者の自己決定権を理解する 

２．インフォームド・コンセントを理解する 

9 

(17-18) 

９．医療を安全に 

行うには 

  （第９章） 

１．医療事故と安全改革を学ぶ 

２．インシデント・レポートを学ぶ 

10 

(19-20) 

10．日本の医療は 

  世界一か 

（第 10章） 

１．日本の医療制度を理解する 

２．パンクしそうな国民医療費を知る 

11 

(21-22) 

11．病気は予防が 

大切 

（第 11章） 

１．１次、２次、３次予防を理解する 

２．介護保険を学ぶ 

12 

(23-24) 

12．医の倫理とは 

何だ 

（第 12章） 

１．紀元前の「ヒポクラテスの誓い」が今も通用する 

２．臨床にどのような問題があるか学ぶ 

３．看護師にも守秘義務がある 

13 

(25-26) 

13．脳死があって 

  臓器移植がある 

  （第 13章） 

１．死の３徴候を理解する 

２．法的脳死判定を少々学ぶ 

３．移植医療の現状を知る 

14 

(27-28) 

14．死への対応を 

  どうするか 

（第 14章） 

 



 

15 

(29-30) 

 

筆記試験（終講試験） 

 

  髙崎 

評価方法 出席状況・レポート・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

教科書：医療概論－医療従事者のコモンセンス 14章 総合医学社 

参考書：系統看護学講座 専門基礎分野 健康支援と社会保障制度〔 １ 〕総合医療論 医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 看護学概論 科目分類 専門分野 

責任教員 後迫 和子 実務経験 看護師 授業形態 講義・演習 

開講年次 １年 前期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

看護の本質を探究するために、看護の対象である人間を理解するとともに、人間と健康、

健康と環境について学習し、看護専門職としての機能と役割について理解する。また看護

の歴史、看護理論を学び、看護の概念や本質、定義、理論がどのように作られてきたかを

理解する。さらに、人間を身体的、心理的、社会的側面から理解し、統合された存在とし

て捉えることができ、健康障害や疾病が人に及ぼす影響及び回復過程を支えるものが理解

できる。また、倫理的看護実践を行うために必要な知識を身に付ける。 

 

 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-15 

(1-30) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序章 看護の 

責務とその 

広がり 

 

＜看護職の魅力の追求、そして「看護」について学ぶ＞ 

１） 看護職の魅力（看護職への道）とは 

２） 看護の責務とその広がり 

３） ワークブックで学ぶナイチンゲールについて 

知る。 

ナイチンゲールから「看護」の原点を考える 

４） ナイチンゲール看護覚え書「金井一薫の看護 

の５つのものさし」 

＊ナイチンゲールの看護とは：看護で着目を 

するのは「生活」という視点（環境整備） 

５） 看護の対象である人間を理解する 

技術の一般概念、看護技術の特殊性 

６）技術とはなにか 

講義 

演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後迫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1部  

看護にける基本的 

概念 

 

１．看護への導入（看護のねらい） 

１）看護とは 

 (1)看護、ケア、ケアリング及び看護が行うこと 

 (2)看護の役割  

２）実践科学としての看護 看護実践のための井淳 

   エビデンスに基づく看護 

３）看護実践のための教育の準備 

４）看護実践のための基準 ５）看護の変遷  

６）現代社会における看護のあり方 

２．看護の対象とその理解 

１）統合体としての人間 

２）社会的・文化的存在としての人間 

３）健康障害をもつケアの対象の理解 

４）ストレスとコーピング 

３．健康と病気における安寧（ウエルネス）の促進 

１）健康・病気の捉え方の変遷（ＷＨＯの定義）  

２）健康の諸相    ３）人々の生活と健康  

４）健康に影響する要因 

５）健康増進に向けた看護の役割 

４．ライフサイクルと健康 

１）成長・発達の概念  

 ・人間の成長、発達の特質 

 ・発達理論の概観（フロイト、エリクソン、 

ハヴィガースト） 

２）小児から成人期の概念：エリクソン 

３）老年期の概念：ハヴィガースト 

喪失、悲嘆と死 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２部  

看護の理論と実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．看護実践のための理論的根拠 

１）看護理論の分類  

２）看護理論の変遷  

３）さまざまな看護理論 

４）看護実践を読み解く 

６．看護における倫理と価値 

  １）倫理と法律 

   ・共通点と相違点、看護における法律と倫理 

(1) 法的責任 (2)看護専門職としての倫理 

２）看護倫理とは 

３）歴史にみる人権の変遷 

 (1)世界人権宣言 (2)歴史にみる人権の変遷 

  ４）道徳的ジレンマと倫理的課題 

  ５）看護倫理と価値 

  ６）倫理的課題への対応 

  ７）倫理的看護実践を行うために必要なこと 

７．看護ケア（看護援助）の基本的役割 

  １）コミュニケーターとしての役割 

  ２）支援者、代弁者としての役割 

  ３）学習支援者及びカウンセラーとしての役割 

  ４）ケア提供者としての役割 

８．看護過程 

講義 

演習 

 

後迫 

 

 

第 3部  

社会的機能として 

の看護 

９．看護における法的側面 

１）法の概念 ２）看護実践の職業的及び法的規制  

３）医療事故における法的責任 

 ・行政処分、懲戒処分とは 

４）看護実践に影響を及ぼす法律 

・患者を守る医療現場の安全・健康 

・看護師が働く場としての安全・健康など 

10．保健・医療・福祉システム 

１）概念、サービス提供の場のタイプ  

２）保健・医療・福祉チーム  

３）ケア提供の経済  

４）看護サービスに対する評価 

11．看護の展開と継続性 

１）看護の継続性と継続看護  

２）他職種連携・協働における看護 

第４章 

看護の統合と今後

の展望 

12．看護の統合 

１）看護ケアのマネジメント 

２）医療安全への取り組みと働く人の労働安全 

３）災害看護の基礎 

13．これからの看護の課題と展望 

  １）看護に求められる教育 

  ２）専門職としての看護組織 

   ・日本看護協会、日本看護学校協議会 

評価方法 出席状況・課題レポート・演習時の態度及び姿勢・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

・系統看護学講座  基礎看護技術Ⅰ 医学書院    ・実践に生かす看護理論 サイオ出版 

・ナーシング・グラフィカ 基礎看護学① 看護学概論 ＭＣﾒﾃﾞｨｶ出版 

・ワークブックで学ぶナイチンゲール『看護覚え書』 徳本弘子 メヂカルフレンド社 

・Ｆナイチンゲール著 湯槙ます・小玉香津子・訳 『看護覚え書き』 現代社 

備考 
・受講に必要な知識やスキル、受講条件について、看護学概論及び人間関係論で学んだ 

 知識を応用できるように復習しておくこと。 



 

授業科目 成人看護学Ⅱ 科目分類 専門分野Ⅱ 

責任教員 住山 典子 実務経験 看護師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単 位 数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 
１．機能障害のある成人の特性を理解する。 

２．機能障害のある成人の看護を理解する。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-7 

(1-14) 

１．呼吸機能障害を

もつ患者の看護 

１．呼吸器系の構造と機能 

２．症状とその病態生理 

３．検査時の看護 

  １）内視鏡検査 

２）肺組織の生検 

４．治療・処置時の看護 

  １）吸入療法 

２）酸素療法 

  ３）人工呼吸器 

４）呼吸理学療法 

  ５）気管切開 

６）胸腔ドレナージ 

  ７）手術を受ける患者の看護 

５．疾患をもつ患者の看護 

  １）肺炎、気管支喘息 

  ２）慢性閉塞性肺疾患 

  ３）肺血栓塞栓症 

  ４）肺癌 

５）自然気胸 

講義 住山 

8－14 

(15-28) 

２．消化吸収機能障

害をもつ患者の

看護 

１．消化吸収機能障害をもつ患者の看護の特徴 

２．疾患別看護 

 １）食道癌患者の看護 

 ２）胃潰瘍患者の看護 

   ・吐血・下血   ・上部消化管内視鏡検査 

   ・胃・十二指腸造影検査 

   ３）胃切除術後患者の看護 

 ４）総胆管結石患者の看護 

   ・黄疸   ・PTCDチューブ 

 ５）急性膵炎患者の看護 

 ６）肝細胞癌患者の看護 

 ７）潰瘍性大腸炎患者の看護 

   ・下痢 

   ・大腸内視鏡検査，注腸造影検査 

 ８）イレウス患者の看護 

   ・嘔気，嘔吐   ・イレウスチューブ 

９）大腸癌患者の看護 

   ・人工肛門造設 

15 

（29-30） 

 

筆記試験（終講試験）    

評価方法 出席状況・課題レポート・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

教 科 書：系統看護講座：専門分野〔２〕呼吸器  医学書院 

     系統看護講座：専門分野〔５〕消化器  医学書院 

     系統看護講座：基礎看護技術Ⅱ  医学書院 

     写真でわかる 臨床看護技術２ アドバンス インターメディカ 



 

授業科目 老年看護学Ⅰ 科目分類 専門分野 

責任教員 井料田 豊子 実務経験 看護師 授業形態 講義 

開講年次 １年後期 単位数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

高齢者の特徴（身体的・精神的・社会的）と社会の動向を理解し、健康生活の保持増進 

のあり方を学ぶとともに看護師の役割について考えることができる。 

 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-4 

(1-8) 

 

１．高齢者とは １）ライフサイクルからみた高齢者の理解 

２）加齢と老化 

３）人口の高齢化 

４）健康指標からみた高齢者の理解 

５）生活視点からみた高齢者の理解 

講義 井料田 

 

２．高齢者の特徴と 

理解 

１）老年期の特徴 

２）高齢者の理解 

３．高齢者にとって 

の健康 

１）高齢者にとっての健康維持・増進の意義 

２）老年期の健康とは 

３）高齢者の健康の目標 

４）高齢者の健康状態のアセスメント 

５）高齢者の自立を妨げる原因 

６）介護予防への対応 

４．高齢者と QOL １）高齢者にとっての QOL 

２）高齢者の QOLに影響を与えるもの 

３）高齢者の QOL評価の視点 

４）高齢者の看護場面における QOL 

5-8 

(9-16) 

 

５．加齢に伴う変化 １）身体機能の生理的変化 

２）心理・精神機能の変化 

３）社会的機能の変化 

６．高齢者の理解と 

コミュニケーシ 

ョン 

１）コミュニケーションの種類 

２）看護におけるコミュニケーショの重要性 

３）高齢者とのコミュニケーション 

9-11 

(17-22) 

 

７．高齢者の生活と 

家族 

１）高齢者と家族のライフサイクル 

２）高齢者がいる家族 

３）高齢者と家族の関係 

４）要介護高齢者と家族介護者 

８．高齢者が生活 

する場 

１）ライフサイクルに応じた生活の場 

２）病気の治癒と介護に伴う生活の場 

３）継続看護の必要性 

９．高齢者を支える 

社会資源 

１）介護保険によるサービス 

２）地域や個人のつながり 

３）地域におけるネットワークの形成・維持 

12-15 

(23-30) 

10．高齢者看護の 

基本 

１）高齢者看護の特性 

２）高齢者看護に関わる諸理論 

３）高齢者看護における倫理 

11．高齢者のヘルス 

プロモーション 

１）高齢者の健康づくり 

２）生活習慣病予防 

３）転倒防止・運動器の機能向上 

４）認知症予防 

評価方法 テスト（小テスト含む）、課題レポート、筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

ナーシンググラフィカ 老年看護学① 高齢者の健康と障害 メディカ出版 

専門分野Ⅱ 老年看護 病態・疾患論 医学書院 

 



 

 

授業科目 小児看護学Ⅱ－１ 科目分類 専門分野Ⅱ 

責任教員 園田 徹 実務経験 医師 授業形態 講義 

開講年次 ２年前期 単 位 数 １ 時間数 １５ 

科目目標 

成長発達及び健康障害を持つ小児と家族におこる健康問題を理解し、看護の知識・援助

方法を理解する。 

 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1 

(1-2) 

１．健康問題・障害 

とその治療 

 

１）染色体異常・先天異常 

２）低出生体重児の疾患 

（１）低出生体重児の分類 

（２）成熟異常 

１）代謝性疾患 

（１）新生児マスースクリーニング 

（２）糖尿病 

（３）周期性嘔吐症 

講義 園田 

2-3 

(3-6) 

２．健康問題・障害 

とその治療 

             

１）免疫・アレルギー性疾患 

（１）免疫（生体防御）機構 

（２）アレルギーの発生機構 

（３）アレルギー性疾患 

（４）膠原病 若年性関節リウマチ 

4 

(7-8) 

３．健康問題・障害 

とその治療 

             

１）呼吸器疾患 

（１）小児の呼吸器の特徴 

（２）主な疾患 

    上気道炎症 

    気管支・肺疾患 

5-6 

(9-12) 

４．健康問題・障害 

とその治療 

             

 

１）循環器疾患 

（１）小児循環器の特徴 

（２）ファロー四徴症 

（３）川崎病 

7 

(13-14) 

５．健康問題・障害 

とその治療 

             

１）感染症 

（１）ウイルス感染症 

（２）細菌感染症 

２）腎・泌尿器疾患 

（１）ネフローゼ症候群 

（２）急性糸球体腎炎 

8 

(15-16) 

６．健康問題・障害 

とその治療 

１）悪性新生物 

（１）急性リンパ性白血病 

（２）ウィルムス腫瘍 

（３）神経芽腫 

２）消化器疾患 

（１）乳幼児下痢症、急性胃腸炎 

（２）鎖肛 

（３）ヒルシュスプルング病 

評価方法 出席状況・筆記試験（終講試験） 

教科書・参考書等 

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 小児看護学概論・小児臨床看護総論 小児看護学① 

              小児臨床看護各論 小児看護学②  ：医学書院 

 

 

 

 



 

授業科目 精神看護学Ⅲ 科目分類 専門分野 

責任教員 川島 香理 実務経験 看護師・保健師 授業形態 講義 

開講年次 ２年後期 単位数 １ 時間数 ３０ 

科目目標 

１．患者-看護師関係におけるコミュニケーション方法について理解できる。 

２．プロセスレコードを通して援助の場面を振り返り、自己の傾向を知り患者に対する思 

いを明らかにする。 

３．精神看護における看護過程の展開を理解できる。  

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1-3 

(1-6) 

 

１．精神障害をもつ

人と「患者-看護

師」関係の構築 

１）精神障害をもつ人とのかかわりかた 

(1)「患者-看護師」関係の目指すこと 

(2)「患者-看護師」関係を理解するための手がかり 

(3)関係構築にあたっての基本的な態度 

(4)患者とのかかわりで起こりうることと対処 

２）精神障害をもつ人とのコミュニケーション 

 (1)コミュニケーションとは 

 (2)精神障害をもつ人とのコミュニケーションの特

徴 

 (3)コミュニケーション技法 

講義 川島 

4-6 

（5-12） 

２．精神科における

プロセスレコー

ドの意義と実際 

３）精神障害をもつ人との関係の振り返り 

 (1)振り返ることの意味 

 (2)プロセスレコードの意義・目的 

 (3)プロセスレコードの実際 

7-8 

(13-16) 

 

３．精神障害をもつ

人への看護援助

の展開 

１）看護援助の基本構造 

 (1)精神科における看護理論 

   オレム・アンダーウッド 

講義 川島 

9-14 

(17-28) 

４．看護過程の実際 １）情報収集・アセスメント 

２）看護問題の抽出 

３）計画立案 

４）実施・評価の視点 

講義 

演習 

15 

(29-30) 

 

５．精神看護学実習

に向けて 

１）精神看護学実習への心構え 

２）精神看護学実習の実際 

講義 川島 

評価方法 課題レポート・筆記試験（終講試験）  

教科書・参考書等 

１）新体系看護学全書 34 専門分野Ⅱ 精神看護学１ 精神看護概論・精神保健：メジカルフレンド社 

２）新体系看護学全書 35 専門分野Ⅱ 精神看護学２ 精神障害を持つ人の看護：メジカルフレンド社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

授業科目 看護統合実践Ⅱ－１ 科目分類 統合分野 

責任教員 重永 康子 実務経験 看護師 授業形態 講義 

開講年次 ３年前期 単位数 １ 時間数 １５ 

科目目標 

災害看護 

１．災害という特殊な状況の中で人々の生命や健康生活を支えるために、大規模災害等の

実体験から災害看護の役割を学ぶ。 

講義回数 単元 学習内容並びに方法 担当教員 

1 

(1-2) 

１．災害看護とは １．災害看護の定義 

２．災害と倫理 

講義 重永 

2 

(3-4) 

２．災害時の種類と

災害サイクル 

１．災害の種類と被害・疾病の特徴 

２．災害関連死 

３．災害サイクル 

3 

(5-6) 

３．災害医療に 

関する国の政策

と法律 

１．災害医療に関する国の政策 

２．災害医療に関する法律 

4 

(7-8) 

４．危機管理：減災・

防災マネジメン

ト 

１．防災・減災・レジリエンス 

２．災害時の組織体制 

３．災害時の情報収集と伝達 

４．災害時における連携と協働 

５．健康機器管理：感染症対策 

5 

(9-10) 

５．配慮を必要とす

る人への支援と

看護 

１．支援を必要とする要配慮者 

２．乳幼児支援者の心理状態とその特徴 

３．妊産褥婦に必要な支援と看護 

４．高齢者に必要な支援と看護 

５．障害者に必要な支援と看護 

６．継続的な治療が必要な人への支援と看護 

７．外国人に必要な支援と看護 

８．遺族に必要な支援と看護 

6 

(11-12) 

６．災害初期から 

中長期における

看護活動 

１．初動時（超急性期・急性期）における看護活動 

２．医療救護所での看護活動 

３．避難所・応急仮設住宅での看護活動 

４．自宅避難者に対する看護活動 

５．復興期の看護活動 

7 

(13-14) 

７．災害時に必要な

医療・看護技術 

１．体系的対応の基本原則 

２．災害時のトリアージ【T:Triage】 

３．応急処置・治療：:Treatment 

４．移送・搬送：Transport 

8 

（15-16） 

８．被災者と支援者

の心理の理解と

援助 

 

９．災害看護と 

国際看護 

１．被災者の心理の理解と援助 

２．支援者の心理の理解と援助 

 

 

１．国際看護とは 

２．日本における国際看護 

３．海外における災害看護と国際看護活動 

評価方法 出席状況・授業態度・筆記試験(終講試験) 

教科書・参考書等 

ナーシング・グラフィカ 看護の統合と実践③ 災害看護 メディカ出版 

 

 

 

 

 



令和５年５月１日現在

常勤・
非常勤の別

役職名 氏　　名 前職／現職 任期
担当する職務内容や

期待する役割等

常勤 2020．6．1～2024．5．31

常勤 2020．6．1～2024．5．31

常勤 2023．4．1～2025．3．31

常勤 2022．4．1～2024．3．31

非常勤 2020．6．1～2024．5．31 教育

（学外）

非常勤 （公財）笹川平和財団　理事長 2020．6．1～2024．5．31 コンプライアンス

（学外）

非常勤 2020．6．1～2024．5．31 施設設備

（学外）

非常勤 黒住教　名誉教主 2020．6．1～2024．5．31 地域連携

（学外）

非常勤 2020．6．1～2024．5．31 広報

（学外）

非常勤 2020．6．1～2024．5．31 広報

（学外）

非常勤 2020．6．1～2024．5．31 産学連携

（学外）

常勤 2020．6．1～2024．5．31

（学外）

非常勤 （学）山中学園　学園長 2020．6．16～2024．6．15

（学外）  

（学）順正学園
元法人本部事務局長

川端　英男

理事

理事

岡山県 企業と大学との
共同研究センター長

（一財）備前市文化芸術振興財団
理事長

監事

理事 河村　顕治

理事 兒玉　修

監事 山﨑　貴夫

理事 佐藤　兼郎

黒住　宗晴

山中　幸平

大橋　宗志

中永　洋子

飛島　章

角南　篤

学校法人順正学園　役員名簿

理事

理事

理事

理事

吉備国際大学　学長

理事長 加計　勇樹 （学）順正学園　理事長

専務理事 加計　美也子 （学）順正学園　専務理事

九州保健福祉大学　学長

飛島建設（株）
元代表取締役社長

テレビせとうち（株）
相談役

ヤマハリテイリング（株）
音楽教室講師



GPA値 人数 平均GPA 1.82 RANK 人数

2.5以上 6 上位1/4人数 18 上位1/4 18

2.0以上2.5未満 24 上位1/4GPA下限値 2.23 18

1.5以上2.0未満 22 下位1/4GPA上限値 1.38 19

1.0以上1.5未満 10 下位1/4人数 15 下位1/4 15

1.0未満 8 合計 70

合計 70

九州保健福祉大学総合医療専門学校　成績分布確認資料(令和４年度1年生)



（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料

学校コード H145320186515 学校名 九州保健福祉大学総合医療専門学校

設置者名

Ⅰ　直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況

経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B)

申請前年度の決算 5,507,474,554円 6,342,987,141円 -835,512,587円

申請２年度前の決算 5,840,275,788円 6,493,649,626円 -653,373,838円

申請３年度前の決算 6,255,897,536円 6,613,455,232円 -357,557,696円

Ⅱ　直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況

運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D)

申請前年度の決算 22,211,848,608円 77,335,039円 22,134,513,569円

Ⅲ　申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況

収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率(F)/(E)

今年度（申請年度） 180人 204人 113%

前年度 180人 191人 106%

前々年度 180人 183人 101%

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧

○「運用資産」に計上した勘定科目

勘定科目の名称
申請前年度の決算

における金額

○「外部負債」に計上した勘定科目

勘定科目の名称
申請前年度の決算

における金額

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。

負債の内容

学校法人　順正学園

資産の内容
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九州保健福祉大学総合医療専門学校の組織

看 護 学 科

事務室

九州保健福祉大学総合医療専門学校
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